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「医薬発明の保護と国民の生命・健康の維持に関する国内法的および国際法的諸問題に関

する調査研究」第４回委員会 

委員会の開催スケジュール（修正） 

 

平成 28年 2月 2日 

知財研 事務局 

 

第１回委員会 生命倫理と特許適格性（9月 30日（水）10:00-12:00） 

１．委員会概要 

（１）委員長、委員紹介（事務局） 

（２）趣旨説明（事務局） 

（３）検討テーマ、最終目標の提示（事務局） 

（４）委員会の開催スケジュールの提示（事務局） 

２．生命倫理と特許適格性 

（１）問題提起（奥村委員） 

 生命資源の特許適格性 

 生命操作を行う発明の特許適格性 

（２）全体討議  

（３）研究会への検討希望事項について 

 

第２回委員会 医薬特許およびそれと密接に関連する医療関連行為の特許の問題点 

（11月 24日（火）13:00-15:00） 

（１）産業構造審議会・医療行為WG等での議論の振り返り（熊谷委員） 

（２）問題提起（松任谷委員） 

 医療関連行為の特許適格性について 

 第２特許の権利安定性 

 医療関連発明の技術的範囲と医療行為 

（３）研究会報告（研究会第 1グループ） 

（４）ジェネリック業界の視点について（岩﨑委員） 

（５）全体討議 

（６）研究会への検討希望事項について 

 

第３回委員会 国内法上の医薬品アクセス問題：医薬特許の権利化後の扱いについての検



討（1月 19日（火）13:00-15:00） 

（１）問題提起（中山委員） 

 効力の制限規定（69条）について 

 公共の利益のための強制実施権（93条）について 

（２）研究会報告（研究会第 2グループ） 

（３）ジェネリック業界の視点について（岩﨑委員） 

（４）全体討議 

（５）研究会への検討希望事項について 

 

第４回委員会 国際法上の医薬品アクセス問題と新たな国際的協定の創設 

（2月 2日（火）17:00-19:00） 

（１）TRIPS協定と Public Health（経済産業省 通商政策局 福田国際知財制度調整官） 

（２）製薬業界のグローバルヘルスへの取組み（藤井委員） 

（３）問題提起（加藤委員） 

 国際的医薬品アクセス問題 

 新しい国際的な生命・健康保持のために必要な条約これに準ずる宣言・議定書な

どの創設 

（４）全体討議 

（５）研究会への検討希望事項について 

 

第５回委員会 総括（１）「医薬発明の特許適格性」（3月 9日（水）10:00-12:00） 

１．医薬特許およびそれと密接に関連する医療関連行為の特許の問題点 

２．生命倫理と特許適格性 

（１）委員会議論内容振り返り 

（２）研究会報告（研究会第 1グループ） 

（３）全体討議 

 

第６回委員会 総括（２）「医薬品アクセス問題」（4月 20日（水）10:00-12:00） 

１．国内法上の医薬品アクセス問題 

２．国際法上の医薬品アクセス問題と新たな国際的協定の創設 

（１）委員会議論内容振り返り 

（２）研究会報告（研究会第 2グループ） 

（３）全体討議 

 

第７回委員会 総括（予備）（5月 11日（水）10:00-12:00） 

以上 


